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研究成果の概要（和文）：今回の研究成果としては、第一に、現代日本における都市的生活様式とその生成メカニズム
を体系的に明らかにしたことが挙げられる。その結果、現代日本においてフィッシャー・ウェルマンの第三の潮流の議
論が支持されることが明らかとなり、成果は単著として出版している。また、第二に新しい都市度尺度の開発を進めた
。GIS（地理情報システム）によって全国調査の抽出地点の人口ポテンシャルを算出し、人口ポテンシャルと人口規模
をはじめとした従来の都市度尺度とその有効性について比較した。その結果、人口ポテンシャルのほうが全体として説
明力が高かったため、新しい都市度尺度としての人口ポテンシャルの可能性が示唆されたといえる。

研究成果の概要（英文）：This research obtained two findings as follow. First, this study revealed that 
the subcultural theory of urbanism presented by C.S. Fischer and the community liberated perspective 
suggested by B. Wellman are generally supported in modern Japan. These results are published in book 
form. Second, this research also developed the scale of urbanism. Focusing the population potential as a 
new urbanism scale, I compare the effect of the population potential on ways of life and the effect of 
conventional scales of urbanism such as the population size on ways of life. As a result, this study 
found that the population potential is better than conventional scales of urbanism in order to explain 
the differences of personality and social networks among place of residences.
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１．研究開始当初の背景 
(1) 研究開始当初の第一の背景として、現代
日本において無縁社会の議論が広まってお
り、特に、「都会の無縁」が想定されながら
議論がなされていることが挙げられる。しか
しながら、実際に全国調査データを用いて、
日本において本当に「都会の無縁」が生じて
いるのかどうかを検証した研究はほとんど
なされていない。 
 
(2)また、第二の背景としては、現在もっとも
有力な都市理論として扱われている C.S. フ
ィッシャーの下位文化理論が日本において
体系的に検討されていないという点も挙げ
られる。従来の「都会の無縁」の議論とは逆
に、フィッシャーは、都市ではむしろより多
くの人の中から選んで紐帯を作っていくこ
とができることから同類結合が生じやすく、
多様な下位文化が生まれてくるという議論
を展開している。しかしながら、全国調査で
体系的に検討した研究は行われておらず、日
本に下位文化理論を適用できるか否かにつ
いては検証を進めていく必要がある。 
 
(3)第三に、人口規模を中心とした従来の都市
度尺度について批判もなされており、新しい
都市度尺度の開発が望まれている。 
 
(4)第四に、時代や国という社会背景が異なる
状況下では、都市的生活様式とその生成メカ
ニズムも異なる可能性も考えられるが、その
点についてもほとんど検証されてこなかっ
た。 
 
２．研究の目的 
(1)そこで本研究では、現代日本の全国調査デ
ータを用いて、「都会の無縁」をモチーフと
した「L. ワースらシカゴ学派の社会解体論」
に加え、「フィッシャー下位文化理論」など
の他の都市のイメージに関する都市理論を
総合的に検討することを目的とする。そのこ
とをとおして、「都会の無縁」という一般的
なイメージとともに、現在最も有力な都市理
論であるフィッシャーの下位文化理論の日
本への適用可能性についても議論を進めて
いく。 
 
(2)また、人口規模をはじめとした従来の都市
度尺度の限界が指摘されていることを受け、
新しい都市度尺度としての可能性が指摘さ
れている人口ポテンシャルについて、実証的
な観点からその尺度の可能性を検討するこ
とを第二の目的とする。 
 
(3)さらに、特に日本においては都市的生活様
式の時系列比較がほとんどなされていない
ことから、都市的生活様式の日本における時
系列比較を行うことも試みる。 
 
３．研究の方法 

(1)研究の方法としては、第一に、多段無作為
抽出法によって居住地と個人が無作為に抽
出された全国調査にマルチレベル分析を適
用するというものが挙げられる。多段無作為
抽出法によって抽出されたデータを用いる
ことで、居住地特性としての都市度と、パー
ソナル・ネットワークや意識といった個人の
特性の関連を検証することができる。また、
そうしたデータに、近年世界中で注目されて
いる統計解析手法であるマルチレベル分析
を適用していくことで、よりデータと理論に
適した分析を行うことができるのである。こ
うした方法を用いて、都市理論における主要
な論点である「第一次的紐帯に対する都市効
果（コミュニティ問題）」「同類結合に対する
都市効果」「都市的疎外に対する都市効果」
「非通念性（通念にとらわれない傾向）に対
する都市効果」を総合的に検証していく。 
 
(2)また、新しい都市度尺度としての人口ポテ
ンシャルの検討を進めるにあたっては、多段
無作為抽出法による全国調査データととも
に、GIS（地理情報システム）を用いた分析
を行う。GIS と小地域統計を組み合わせるこ
とによって、無作為に抽出された抽出地点ご
とに人口ポテンシャルを算出することがで
きる。したがって、これらの方法を用いるこ
とにより、人々のパーソナル・ネットワーク
や意識などの生活様式に対して、人口規模を
はじめとした従来の都市度尺度と、人口ポテ
ンシャルのどちらが説明力が高いのかとい
うことについて、比較検討することができる
のである。本研究では、人々のパーソナル・
ネットワークや意識、行動などの幅広い項目
に対して、従来の都市度尺度と人口ポテンシ
ャルの効果を比較していくこととする。 
 
(3)さらに、都市的生活様式とその生成メカニ
ズムに関する時系列比較については、1993 年
に行われた「第１回都市生活と家族に関す
る意識調査」と 2014 年に行われた「第２回
都市生活と家族に関する意識調査」を比較
し、都市度による生活様式の差異がどのよう
に変化したかを明らかにする。 
 
４．研究成果 
(1)研究成果としては、第一に、日本版 
General Social Survey（JGSS）2003 や情報
化社会に関する全国調査（JIS 調査）などの
日本の全国調査データを用いて都市理論に
おける主要な論点を検討した。その結果、「第
一次的紐帯に対する都市効果」については、
都市が人々の第一次的紐帯を失わせる傾向
は確認されず、むしろ都市が非親族的紐帯を
増加させると同時に、ネットワーク密度を減
少させることが明らかとなった。また、「同
類結合に対する都市効果」については、日本
では都市が趣味的同類結合を促進すること
がわかった。さらに、「都市的疎外に対する
都市効果」を検証したところ、日本において、



都市は人々の無力感を増幅させるわけでも、
規範を崩壊させるわけでもなく、さらには孤
立感を増加させるわけでもないことがわか
った。その結果、都市で様々な疎外が生じる
とした都市疎外理論が棄却された。さらに、
「非通念性に対する都市効果」を検証したと
ころ、都市がフィッシャーとウェルマンの想
定したメカニズムによって、非通年性の別々
の面を促進することが明らかとなった。以上
の結果は、日本の全国的な傾向について、「ワ
ースらシカゴ学派の社会解体論」よりも、「フ
ィッシャー下位文化理論」が支持されること
を示すものである。なお、日本においてフィ
ッシャー下位文化理論を体系的に検証した
のは本研究が初めての試みといえる。その成
果は、単著として出版された。 
 
(2)また、人口規模をはじめとした従来の都市
度尺度と、新しい都市度尺度としての人口ポ
テンシャルの効果を比較検討するために、
JIS 調査を用いて、人口規模と人口ポテンシ
ャルがパーソナル・ネットワークや意識、行
動の122項目に対してどのような影響を与え
るかについて検討した。その結果、パーソナ
ル・ネットワークや意識、行動に対して、人
口ポテンシャルは人口規模よりも強い関連
を示すことが明らかとなった。また、2010 年 
格 差 と社会 意 識につ い ての全 国 調 査
（SSP-I2010 調査）を用いた同様の検討によ
っても、ほぼ同じ分析結果が得られている。
以上の結果は、人口規模をはじめとした従来
の都市度尺度よりも、人口ポテンシャルがよ
り有力な都市度尺度であることを示唆して
いるといえる。したがって今後も、人口ポテ
ンシャルを中心に、新しい都市度尺度の開発
を進めていく必要があるといえる。 
 
(3)そして、都市的生活様式とその生成メカニ
ズムに関する時系列比較を行うために、「第
１回都市生活と家族に関する意識調査」と
「第２回都市生活と家族に関する意識調
査」を比較し、1993 年と 2014 年の約 20 年間
の生活様式の差異を検討した。その結果、特
に地方都市の山形において趣味的同類結合
が生じやすくなるなど、都市度による差異が
減少傾向にあることが明らかとなった。 
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